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卓越した絵画能力を支える脳基盤
三村将＊

車越した絵画能力を支える脳基盤について，神経美学とサヴ、アン症候群の観点から概

説した。人が「美ししvと感じる対象は多様であり，また関連する機能領域も多様であ
るが，ハフやとなる部位として前頭葉内側眼富部の重要性が指摘されている。脳に問題

がある一方で，芸術など卓越した才能を示すサヴ、アン症候群には，自閉スペクトラム症

などに伴う生来の場合と，局在性脳損傷や認知症なと1こ伴う後天性サヴ、アン症候群とが

ある。サヴ、アン症候群の背景には，脳の特定の部位に機能低下があることで逆に他の

領域の機能が増強，促進される逆説的機能促進（paradoxicalfunctional facili-

tation）が生じている可能性が考えられる。精神・神経疾患の回復と治療を考えるうえ

でも，残っている脳領域がどのように働いているか，どのように残存機能を活性化できる

かが重要である。
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はじめに

まず Fig.1の2枚の絵を見ていただきたい。読者

はこの 2枚の絵についてどう感じるであろうか。あ

るいは何かが違うということがわかるであろうか。一

見して同じようなテーマを扱った絵であり，同じ画家

の絵であることもすぐに見て取ることができるであろ

う。Fig.1Aは 1973年 1月の 《湖の伝説》という作品

であり， Fig.1 Bは同年9月の 《三井の晩鐘》という作

品で，いずれも琵琶湖の伝説がモチーフである。しか

し，このわずか半年強の聞にこの 2枚の絵を描いた画

家の三橋節子には大きな変化が生じていた。

三橋節子（1939-1975）はわずかあ歳で天折した天才

画家である。京都市立美術大学を卒業後，数々の展覧

会で受賞。29歳で日本画家の鈴木靖将と結婚し，長

男の草麻生，長女のなずなの 2人の子どもにも恵ま

れ，画家としても充実し， JI慎風満帆であった。上述の

2枚の絵を描く l年前， 1972年のポートレイトが残さ

れている（Fig.2）。三橋節子は 1973年 3月 9日に利き

腕の，そして画家にとっては何よりも大切な右腕の切

断術を受けている。骨腫蕩であった。したがって，

Fig. 1Aの 《湖の伝説》は右手で入院の直前に描かれ

た作品である。一方 Fig.1 Bの 《三井の晩鐘》は利き

腕ではない左手で描かれたものである。あらためてこ

の2枚の絵を見比べてみたとき，その筆遣いの確かさ

が左手であっても右手と遜色ないことに驚く 。いずれ

の作品も母と子のきずなと深い愛情を描いているにも

かかわらず，全体の色調が暗く，悲しみや不安に裏打

ちされている。強いて言えば， 《湖の伝説》で感じられ

る強い決意は 《三井の晩鐘》ではある種の諦観や受容

に代わってきている印象がある。このような手術の前

後の相違は，例えば 1972年 1月の 《裏山の収穫》

(Fig. 3A）と 1974年 9月の 《花折峠》（Fig.38）とを比べ

てみると，より鮮明になる。同じく花や植物を描いて

いても， 《裏山の収穫》はのどかな秋の風物を謡歌して

いるように見えるのに対し， 《花折峠》はもともとの伝

説のモチーフもあるが，自己の死を暗示する深い色調

の中に奇跡を祈り託する彼女の代表作である。ちなみ

に Fig.4は死の 1カ月前の 197う年 1月に描かれた絶

筆の 《余呉の天女》である 1）。

三橋節子が亡くなって既に半世紀近くになる。しか

し，ここに挙げた数々の絵の清測な印象はいまだに新
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Fig. 1 《湖の伝説》（1973年1月： A）と《三井の晩鐘》（1973年9月： B)

鈴木靖将氏の許可を得て転載

Fig. 2 三橋節子（1939～1975年）
1972年9月，画室にて撮影。

鈴木靖将氏の許可を得て転載

鮮である。絵画とは生きていることそのものなのだと

あらためて感じる。そして本誌の年末企画として「芸

術家と神経学」という特集を組み，編集委員たちが執

筆することになったとき，私自身の脳裏にまず浮かん

だのはこの三橋節子の絵と人生であった。本誌の立場

から，画家が傑作を産み出すときには脳内で何が起き

ているのか，あるいは傑作を自にして強い感動・共感
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を覚えたとき，われわれ鑑賞者の脳の中ではどのよう

な変化が生じているのかを多少なりとも理解していき

たいと願っている。

I .神経美学 neuroaesthetiα

何かを「美しい」と感じることは極めて主観的かっ

個人的な事象であり，歴史的に「美」は自然科学の研

究対象とは考えられてこなかった。「美」が神経科学

の姐上に乗り，脳は美をどう感じるのかを探究する「神

経美学 neuroaesthetics」が注目を集めるようになったの

は今世紀に入ってからである。神経美学とはロンドン

大学の SemirZekiによる造語であるとも聞いている

が，ゼキ2）は美術は脳機能の延長であると述べている。

石津3）によれば，「認知神経科学の新しい一分野で、あ

り，脳のはたらきと美学的経験（美醜，感動，崇高など）

との関係や，認知プロセスや脳機能と芸術的活動（作

品の知覚・認知，芸術的創造性，美術批評など）との関係を目汗

究する学問」と定義されている。 Ishizuら4）は品1RIを

用いて，人が美しいと感じているときは，美しくないと

感じているときと比べると，前頭葉の内側眼宮部（me-

dial o仙 ofrontalcortex : mOFC）が活性化することを報告し

ている。この領域が活性化するのは絵画でも音楽でも

同様であり，また顔や場所の魅力（attractiveness）う），あるい

は調和性（harmony)G）とも共通する視覚的な主観的価値
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Fig. 3 《裏山の収穫》（1972年1月： A）と《花折峠》（1974年9月： B)

鈴木靖将氏の許可を得て転載

体験の脳基盤であると考えられる。また， Nakamuraら7)

は経頭蓋直流電気刺激を用いて内側前頭前野の機能を

抑制すると，「美」の評定は減弱するものの，「醜」の評

定は影響を受けないことを示した。すなわち，対極にあ

るように考えられる美と醜の評定は次元が異なる可能

性が示唆されている。

また，美的体験は喜びでありながら，欲望や功利的衝

動とは無縁なものであるとされている。一方， Tsukiura

ら8）は古代ギリシア哲学における「美は善である」と

いうカロカガティア（kalokagathia）のドグマを検証し，

右の mOFCが顔一容貌（見える美）の魅力の評定ととも

に，善性－善行（見えない美）の評定においても同様な賦

活が見られることを報告している。さらに， Ishizuら9)

は，悲しみから生じる美的体験と喜びから生じる美的

体験の神経基盤を検討し，同じく美しいと感じても情

動的価値は対極にある美について検討している。その

結果，喜びの美はポジティブな情動，悲しみの美はネ

ガティプな情動の脳部位が関連しているが，その両者

に共通して活性化が見られたのは mOFCであった。

II .サヴ、アン症候群

一部の卓越した美的センスを有する人も神経美学研

究の対象となり得るが，その代表としてサヴアン症候

群（savantsyndrome）が挙げられる。サヴァン症候群とは，

脳に深刻な障害を持つ一方で，視覚・記憶・計算機能

または音楽や彫刻など、の芸術表現などに卓越した才能

を示す状態を指すl九これは自閉スペクトラム症（au-

山 nspectrum disorder : ASD）の当事者にしばしば見られる

音楽や絵画，数学などの特殊能力として端的に示され

卓越した絵画能力を支える脳基盤

Fig. 4 《余呉の天女》（1975年 1月）

死の 1カ月前に描かれた絶筆。

鈴木靖将氏の許可を得て転載

るoHermelinら11）は視覚障害と認知機能障害を有す

るサヴァン症候群の画家が記憶表象のみに基づ、いて絵

を描く症例を報告している。 Table1 vc絵画・彫刻な
どの美術的能力に優れていた人たち，音楽的能力に優

れていた人たち，数学的能力や暗記力に優れていた人

たち，語学に優れていた人たち，カレンダ一能力に優

れていた人たちを列挙した。あくまでも Web上での

情報であり真偽のほどは不明だが，このような人たち

が世界中に多数いることは確実である。

サヴァン症候群に含まれる多種多様な才能一機能領

域に相互関連があるかどうかはよくわかっていない。

しかし，例えば将棋や囲碁の棋士たちが過去の棋譜な

どについて驚異的な視覚性記憶を有していることはよ

く知られており，チェスのマスターが顔や顔に類似し

た視覚対象の認知に特に優れている点からは12）＇これ

らの能力に共通する部分があるのかもしれない。 ASD
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Table 1 音楽や絵画，数学などの卓越した特殊な能力を示し，
サヴァン症候群が疑われる人たち

絵画・彫敬 ど？考古F隣右に働力 、主人たち
山下清（日本） 画家

スティーヴン・ウィルシャー 建築画家

（英国）

アイリス・グレース（英国） 独特な発想力と色彩センス

ジョナサン・ラーマン（米国） 画家

リチヤード・ワウ口 画家
（スコットランド）

ア口ンゾ・クレモンズ（米国） リアルな彫刻

ジ、エームス・へンリー・ビューレン 木工職人，全長 10フィート
（英国） の模型船を製作

トミ一・マクヒュー（英国） 画家

音楽的能力に優れていた人たち

レスリー・レムケ（米国） 盲目の音楽家

デレク・パラヴィチーニ（英国） 盲目のピアニスト

卜二一・チコリア（米国） ピアニス卜

トム・ウィギンス（米国） 盲目の音楽家

トニー・デ、ユポア（米国） 盲目の音楽家， 20種類以上
の楽器を演奏

トリスタン・メンドーサ マリンパ奏者

（フィリピン）

マット・サページ（米国） ピアニス卜

匙時間潜在担ぎれ三日必三 一
キム・ピーク（米国） 12,000冊以上の本を丸暗記，

優れたカレン夕、一能力

ダニエル・タメツト（英国） 円周率2万桁以上の記憶，
11カ国語，共感覚

ジ、エイソン・パジ、エツト（米国） 幾何学の概念「フラクタル」
を手書きで完成

語学に優れていた人たち

ベン・マクマホン 交通事故後に学生時代に少し
（オーストラリア） 勉強していた北京語が流ちょ

うに話せるようになった

カレンダ一能力に優れていた人たち F

ジョージとチャールズ・フィン 双子のサヴァン症候群

（米国）
フローとケイ・ライマン（米国） 双子の女性で提示された日の

天気当て ’ームh

オーランド・サーレル（米国） 日付の曜日とその日の天気当て

の人は複雑でデリケートな社会的刺激を扱うことが困

難である一方，顔認知や視覚探索，運動知覚など，特

異な認知能力を有し，ある領域に関する傑出した能力

を示す場合がある 13）。 また，数学者の伊藤由佳理氏の

『美しい数学入門』14）という著書のタイトルに端的に

示されるように，よく数学は美しいという話を聞く

が，比日食的・象徴的な意味合いではなく，優れた数学

能力を持つ人は実際に数学を美しいと感じるのかもし

れない。

生来のサヴアン症候群の稀有な絵画，美術の才能に

関する脳基盤の研究は多くなく lう），これまでの研究は

おおむね後述の後天性ないし獲得性サヴアン症候群

（叫uiredsavant syndrome）の場合に限られるoASDに伴う

サヴァン症候群に見られる芸術以外の特異な能力と脳

r 3 5 o I BRAIN and NERVE 73巻 12号 2021年 12月

ロ
間作

載
の

転
氏
て
k
目一寸

E

f

 

M
ぽ
O
一口

F
U
引
釦の
5
者
9
作

F
ト・

基盤の関係については，何年の何月何日が何曜日かを

瞬時に正しく答えるカレンダ一能力が検討されてい

る。Dubischar-Krivecら16）は優れたカレンダ一能力を

有する ASD者と定型発達者を対象として， 126種類の

カレンダ一課題を実施しながら脳磁図を撮像したo

ASD者と定型発達者は共通して前頭前野，島，左上側

頭固に賦活を認め，これはモニター機能とともに言語

的事実の取出しゃワーキングメモリと関連していると

考えられた。さらに ASDカレンダー者では，付加的

に右上後頭回，右模前部，右被殻の賦活を認め，右半

球後方領域がカレンダ一機能を含めて，いくつかの推

論や問題解決課題と関連していると考えられている。

このように ASDのサヴアン症候群は小児で、も成人

でも右半球バイアスを示し，優れた視空間分析能力が

見られる 17,18）。 乙れは換言すると，サヴアン症候群で、

は左脳の機能障害が生じていて，右脳が補完的に働く

ことにより，具象的で非象徴的な技能の開花を示す可

能性が示唆されている 19）。河村ら10）はサヴアン症候群

の示すこのようなせめぎ合いの説明仮説として「おし

くらまんじゅう」理論を提唱している。

日I.後天性サヴァン症候群

前述のとおり，サヴアン症候群には ASDに伴う生

来の場合のみならず，なんらかの脳損傷に伴って生じ

る後天性サヴアン症候群の存在が知られている。著名

なディジュリドゥ（オーストラリア大陸の先住民アボリ ジニ

の金管楽器）奏者の GOMA氏は交通事故で脳損傷を受



40歳 60歳 62歳 63歳 64歳 66歳

↑ 
アルツハイマー病の診断

Fig. 6 ウィリアム・ウテルモーレンのアルツハイマー病における表象の質的変化

Crutch SJ, Isaacs R, Rossor MN: Some workmen仁anblame their tools: artistic change in an individual with Alzheimer’s disease. Lancet 357 
2129-2133, 2001より改変して転載

け，高次脳機能障害を負った。その一方で，事故から

2日後，それまでまったく造詣のなかった絵の才能が

開花し，脳裏に浮かぶイメージを点描画で表現するよ

うになった。 GOMA氏のように事故や病気を契機と

して特殊な才能が新たに発現してくる，あるいはもと

もと潜在的に内在していた能力が開花して顕在化して

くる例を後天性サヴァン症候群と呼ぶ。GOMA氏の

絵の一例を Fig.5に示した。

進行性の変性性認知症の一型である前頭側頭型認知

症（froncotemporaldementia : FTD）においても，発症後に

後天性サヴァン症候群として絵画の腕前が上達した症

例が報告されている。このような現象はアルツハイ

マー病 （Alzheime山disease: AD）においては見られないよ

うである。 ADでは，全般的な認知機能低下や視空間

構成機能の低下とともに，内的表象世界の質的低下が

生じることが知られている。例えば， Crutchら20）は

61歳でADと診断された画家のウィリアム・ウテル

モーレン（WilliamUtermohlen ; 1933 2007）の発病前後の自

画像の連続的な推移を示し，表象の質の低下が全般的

認知機能の低下と呼応していることを示している

(Fig. 6）。見ようによっては，発症前の 60歳の時点で

も既に表象機能に変化ないしデフォルメが生じている

と推測するととも可能であるが，少なくとも発症後は

一貫して視知覚機能・視覚構成機能が進行性に劣化し

ている。顔の個々のパーツの構成自体と，パーツの顔

全体における空間的関係が徐々に正確性を失っていく

さまが経時的に見て取れる。

同じく AD（＋アルコール乱用）と診断され，発症前後

の絵を詳細に検討されている画家としてウィレム・

デ・クーニング（Willemde Kooning; 1904-1997）がいるが，

彼の絵と疾患との関係は解釈が難しい。というのも，

彼の絵はもともとが抽象表現主義と呼ばれる特有の画

卓越した絵画能力を支える脳基盤

風で難解である。したがって， Bogousslavskyの一

派21,22）も， ADによる全般的認知機能や視覚構成機能

の低下による描画の劣化というより，むしろ画風，芸

術的スタイルの変化とみなしている。画風，芸術的ス

タイルは認知症のような精神・神経疾患によって影響

を受ける可能性はあるが，それはむしろ例外的である。

通常は画家の世界観や内的表象世界によって形成され

たり，変化したりするものである。

パブロ・ピカソ（PabloRuiz Picasso ; 1881 1973）は生涯を

通じていくつものまったく異なるスタイルを展開した

が，ピカソとジョノレジュ・ブラック（Georges Braque ; 

1882-1963）が創始したキュピスムについて，ゼキは前

掲書2）の中で「キュピストたちは，脳がさまざまな視

点から見たものを統一しているように，すべての異な

る視点を一つのカンパス上に表現し，一つにまとめる

ことにしたのである」（p116）と述べている。 Fig.7A 

にピカソのキュピスム時代の代表作である 《ラス・メ

ニーナス》（19う7年）を示す。この絵はもともとディエ

ゴ・ベラスケス（DiegoRodriguez de Silva y Velazquez; 1599-1660) 

の 《ラス・メニーナス》（1656年， Fig.78）をピカソが包

括的に分析して描いたう8枚のうちの l枚である。こ

の2枚の 《ラス・メニーナス》を見比べたとき，あた

かもピカソには視覚認知機能の低下があるように見え

るが，もちろんそのようなことはあり得zない。あくま

でもピカソの確かな構成力に裏打ちされて，新たなス

タイルで、の世界像の捉え方，ないし脳内世界の表現様

式に挑戦しているわけである。とは言え，画家のパル

テュスはゼキとの対談の中で，ピカソの 《ゲ、ルニカ》

を酷評しており，その評価は多種多様であるお）0

一方， FTDにおいては， Millerら2428）の一連の報告

を中心に，発症後に絵画能力の向上が見られた症例が

多数報告されている。これらの中には芸術的創造性

特集芸術家と神経学 I 3うI
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Fig. 7 パブロ ・ピカソによる 《ラス・メニーナス》（1957年 ：A）とディエゴ・ベラスケスによる 《ラス・メニーナス》（1656年 ：B)

Fig. 8 症例の頭部MRIFLAIR画像 ｛A）と脳血流SPE仁T画像 （B)

Takahata K, Saito F, Muramatsu T, Yamada M, Shirahase J, et al: Emergence of realism: enhanced visual artistry and high a仁仁uracyof visual 
numerosity representation after left prefrontal damage. Neuropsychologia 57: 38-49, 2014より転載

(creativity）の向上が見られた症例も多い。FTDや他の

疾患による後天性サヴァン症候群において，絵の才能

の開花にはいくつかの共通点がある。とれらは非言語

的芸術機能の開花であり，通常は細部にフォーカスを

絞ったリアリスティックな描画になり，しばしば抽象

的・象徴的な部分を欠いている。また，症例はエピソー

ド記憶が保たれ，意味記憶が障害されていることが多

い。脳の損傷部位としては，一般に前頭側頭領域に非

対称的な（左優位の）機能障害を認める。特に，左側頭

葉前部の機能障害は ASDに伴う生来的なサヴアン症

候群とともに， FTDによる後天性サヴァン症候群にお

いても，決定的な役割を果たしていると考えられる。

Kapur29lは1996年のレビュー論文の中で，脳損傷に

よる逆説的影響（paradoxicaleffects）を認めた症例を通覧

し，逆説的機能促進（paradoxicalfunctional facilitation : PFF) 
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の概念を提唱している。また，健常在脳組織への損傷

が以前に障害されていた認知機能に対して保存的効果

を示す場合を保存的 PFF(restorative PFF），ある脳病変を

有する人が特定の認知機能レベルの向上を示す場合を

増強的 PFF(enhanced PFF）と呼んでいる。 Kapurは特定

の脳領域と神経可塑性を介した代償的再統合との聞の

相互抑制的な結合が変化することが PFFに決定的な

役割を果たすと推測している。Millerら25）もとの PFF

仮説を支持し，左側頭葉前部の機能喪失により絵画や

音楽に関する才能の PFFにつながった可能性を示唆

している。

IV.後天性サヴァン症候群の自験例

FTD以外に， Midorikawaら30）は頭部外傷後の左側



Fig. 9 症例の描画
TaiくahataK, Saito F, Muramatsu T, Yamada M, Shirahase J, et al: Emergence of realism: enhanced visual artistry and high a仁curacyof visual 
numerosity representation after left prefrontal damage. Neuropsychologia 57: 38-49, 2014より転載

頭葉損傷例で，描画機能が向上し，サヴァン症候群を

生じた例を報告している。筆者ら31）も左前頭葉の出

血性梗塞後に，遂行機能障害など種々の神経心理学的

障害が残存する一方で，絵画能力の向上と，数の表象

に関する特殊能力の存在が見出された後天性サヴァン

症候群と考えられる症例を経験した。

〈症例） 60代前半，男性。大学卒業後， 18～62歳

まで同じ会社で事務をしていた。

X年4月， 3.1mmの未破裂動脈癌が見つかり，同年

8月8日にA病院脳神経外科でクリッピング手術を受

けた。しかし，術中に静脈閉塞が生じ，左前頭葉に脳

梗塞を生じた。症例の術後の頭部 M則 FLAIR画像

(Fig. 8A）と脳血流SPECT画像（Fig.88）を示す。その

後， B病院でリハビリテーションを開始し，日常生活

動作の改善が見られた。本人は以前と変わらないと主

張していたが，周囲の印象では，発症後には性格変化

や感情の平板化，自発会話の減少や思考障害が見られ

た。脳梗塞発症前と脳梗塞発症後の神経心理検査の成

績の比較では，全般的知能や注意，記憶，視空間構成

機能などに大きな低下はなかった。その一方で，ウィ

スコンシンカード分類検査や語の流暢性で示される前

頭葉機能は顕著な成績の低下が見られたため，認知リ

卓越した絵画能力を支える脳基盤

ハピリテーションを開始した。

本症例はもともと絵画に関心があったが，病前にはあ

まり熱心に絵を描くということはなかった。 Fig.9A, B 

は症例の脳梗塞発症前の描画， Fig.9仁～Fは発症後の

描画である。発症前の絵も素人画家としてはよく描け

ているが， 一見したところ，発症後の絵のほうがより

精微に，より色彩豊かに描かれているような印象を受

ける。これをさらに東京事術大学にて専門教育を受け

た大学院生や教官により，審美性，写実性，構図，色

彩，新奇性，感情喚起，技術の7領域について Represen-

rational Quality Ratingsを評定してもらったところ，審

美性，写実性，色彩，技術の 4領域では術後のほうが

有意に優れているという結果であった。

本症例では，サヴアン症候群でしばしば見られるよ

うに，空間認知能力が顕著に高かった。これが発症前

からの傾向であるのか，あるいは脳梗塞発症後に後天

的に生じてきたものかは不明であるが，描画に関する

後天性サヴァン症候群の出現と重ねると，おそらく発

症後に顕著となった特徴と考えられる。Fig.10 K.示

したように，ランダムK.1本ず、つ提示された 6～20cm 

の線分を左から 20%, 40%, 62%で二分する課題（線

分二分課題）を実施したところ， 20%や40%では健常対
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Fig. 10 線分を左から 20%,40%, 62%で二分する課題の誤差

n.s.；有意差なし， ＊P<0.05

20%や40%では健常対照者と差がないが，62%で＝は有意に誤差が小さし、。

TaiくahataK, Saito F, Muramatsu T, Yamada M, Shirahase J, et al: Emergence of realism: e「1hanζedvisual 
artistry and high a仁cura仁y of visual numerosity representation after left prefrontal damage 

Neuropsychologia 57: 38-49, 2014より転載

患者患者

れた右半球，特に右側の側頭－後頭葉の機能が解放さ

れて数の表象や視覚認知が鋭敏になり，写実的描画能

力が向上したのではないかと考えられる。

以上，卓越した絵画能力を支える脳基盤について，

神経美学とサヴァン症候群の問題を中心に今日的立場

から概説した。特に，後天性サヴァン症候群において，

脳に損傷が加わることで逆に増強的に PFFを生じる

とする考えは極めてユニークだが，臨床的には十分納

得できるものである。脳損傷を負った高次脳機能障害

の人に当てはめて考えてみると，いかなる障害が残っ

ているかということよりも，残っている脳領域がどのよ

うに働いているか，どのように残存機能を活性化できる

かというととにある。サヴァン症候群はそのようなメカ

ニズムを考え，脳損傷例の治療的ストラテジーを考え

るうえでも，重要な示唆を与えてくれるように思う。

おわりに

おそらく損傷を免

照者と差がないが， 62%では有意に誤差が小さくなっ

ていた。また， PC画面上に 1.5秒間呈示されたうl～

150個の数を瞬時に数えるドット推測課題や，基準の

ドット刺激の後に続けて呈示されたターゲットのドッ

ト数が基準刺激のドット数より多いか少ないかを答え

るドット比較課題でも，本症例の成績は健常対照者よ

り優れていた。

本症例に用いたドット推測課題は Snyderら党） の実

験を参照して作成した。彼らは健常者 12人を対象に

左側頭葉前部に抑制性の反復経頭蓋磁気刺激を加え，

そのうちの 10人がドット推測課題による数の視覚的

表象能力がサヴァ叱症候群様に向上したことを報告し

ている。左前頭側頭機能の抑制による機能的局在病変

が生じ，数に関する能力が高ま ったことが示唆される。

このような局在損傷による後天性サヴァン症候群に共

通しているのは，前頭側頭部の比較的広範な損傷によ

り機能低下を生じているととである。河村ら 10）の 「お

しくらまんじゅう」理論によれば，
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